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　ブルカノ式噴火のメカニズムについて議論するため、桜島昭和火口の噴火に伴う空振および可視映像の解析

を行った。2011年12月から2015年8月の期間において、爆発の瞬間が可視映像中に明瞭に記録された153件

のイベントを対象とし、京大黒神観測点（昭和火口から3.5km）における可視映像データ（30 frames/s）と

国交省有村観測点（昭和火口から2.3km）における空振データを解析に使用した。本研究では、空振波形の最

初の圧縮相（パルス状の初動）に着目し、ブルカノ式噴火の初期段階に対する考察を行った。まず、空振の励

起について点音源を仮定し（Lighthill, 1978; Johnson and Miller, 2014）、空振波形を用いて最初の圧縮相の

volume flow rate（dV/dt）を計算した。さらに空振から求めたvolume flow rate dV/dt と可視映像から求めた

噴出速度u との関係（dV/dt=πR2u）を用いて噴火ごとのvent半径（R）の推定を行った。推定したvent半径

は時間変化を示している可能性があり、地殻変動データとの関連性も示唆された。これらの結果と火山活動と

の関連について議論を行う。また、最初の圧縮相の振幅（p）およびパルス幅（τ+）も読み取り、その特徴を

調べた。まず、τ+ の値のバリエーションを調べた結果、頻度分布はバイモーダルな傾向を示すことが分

かった。また、τ+ とp の関係も特徴的な分布を示した。これらの結果と爆発の浅部圧力源（e.g., gas

chamber）との関係について議論を行う。 
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